







ウラ （ーDouglas Fowler）は彼を「リアリストを装ったファビュリストにしてパロディスト」“a fabu-

















リスト・メーカーのひとり」“one of contemporary fiction’s most assiduous listmakers”であり，「ミ
ルハウザーにとって，リストとは，芸術と人生，システムと変動，魔術的なるものとありふれたも
の，が合体する顕著なる境界面だ」 “For Millhauser, lists are conspicuous interfaces where art and
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はピニ （ーPinney）兄妹が「分身」のように寄り添う。そしてたとえば画家には「アッシャーの館」
（“The House of Usher”）と題する，館と沼に映るその鏡像を描いた絵があり，語り手はここに「ダ


































た真実よりも深い意味を持つ シラー『ヴァレンシュタイン』」 “The fairy tales of my childhood
have a meaning deeper than the truths taught by life．－Schiller, Wallenstein .”（７２）。つまりこれ
が兄と妹に共通する芸術観である。彼らは実人世よりも虚構の方に深い意味を見出すのだ。
こうした兄妹の役割と姿勢を象徴的に示す箇所がある。湖でのボート遊びのくだりである。妹が
（ ）３５３ ― 84 ―
ボートを漕ぎ，「エドマンドはスコットかブルワーの小説を読んではいなかったが開いたまま，枕
にもたれて寝そべっている」“Edmund lying back against the pillow with a novel by Scott or Bulwer












エドはこの頃「月の光」 “Clair de lune”と題するめずらしく調和のとれた穏やかな絵を描く。そこ
には「空が湖の中にあり，湖が空の中にある」 “The sky is in the lake, and the lake is in the sky”
（７５）ということが，つまり「地と天のダブルネス」 “the doubleness of earth and sky”（７５）が描
かれているという。そしてそれについて語り手は「『月の光』のダブルネスをある意味でおのおの
がお互いのダブルになっている二組の仲のよいカップルの反映でないとは考え難い」 “It is difficult
not to see the doubleness of Clair de lune as in some sense a reflection of the two harmonious cou-





















「ダブル」の諸相――スティー ヴン・ミルハウザ 『ー作品展のカタログ――エドマンド・ムー ラッシュ（１８１０―１８４６）の絵画』試論























































なものだと，永遠に溶解あるいは消失しかけているものだと想像したかのようだ」 “It is as if
Moorash had imagined the House of Usher to be insubstantial by nature, to be perpetually on the


















の美女」 “The Belle after the Ball”である。鬘，歯，目玉，胸，左腕，などをはずして傍に置き，
禿げて歯の無い片目の首を膝に載せて憎悪を込めた視線を観る者に投げる「美女」をリアルに細か
く描いたものだ。めずらしく明確な輪郭を持つ細密画である。「すこぶるホガース風なる風刺画」






る。これも若描きに入る「地獄の絵画ギャラリー」“The Infernal Picture Gallery”においては，エッ
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Scornful of imitating nature－that old saw. Spoke of his attempt to dissolve the nature world
into its components and reassemble them in order to reveal true nature.... Edmund wants to





“Edmund has seen into my very soul.”（７２）と感じることも触れておこう。彼女と兄との芸術上
の一体感，そして，それゆえの近親相姦的な恍惚感がここに見えるからだ。
エドの「錬金術としての絵画」は晩年に頂点を極める。彼は「幽霊絵画」（“Haunted Paintings”








い安寧，たちこめる静謐，消滅への憧れ」 “a dark peacefulness, a brooding tranquility, a yearning















“The sweeping lines of the creature...create a paradoxical feeling of energy and repose.”（９９）
「あたかもその絵は暴露したくないのに暴露されそうになっているかのように」
“[A]s if the painting were on the verge of revelation it refuses to make.” （７５）
「その生き物は不穏なほど掴み所がなく，存在すると同時に非在なのだ……」
“[T]he creature is disturbingly elusive, at once present and absent....” （７７）
「その絵は描くことから解放されたいという願望をいくぶんか表現している。」











The dubious origin and fatal effect of art－twin themes that haunted the romantic imagination
（see Hawthorne’s “Rappacini’s [sic]Daughter” for a late variation）－is here given one of the






像」 “The Oval Portrait”（１８４２）にも触れておく。画家が妻の肖像画を描くのだが，絵の進捗につ
れて妻は衰弱し，絵の完成と同時に彼女は死ぬ，という短編である。絵が妻の生命と美を吸いとっ
ていくかのように絵とモデルは感応する。ここでは芸術の源泉はモデルたる妻であり，絵の完成は
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ある。ファウラーはこれを「芸術的衝動の破壊性」 “the destructiveness of the artistic impulse”
（Fowler １４０）のせいだと見る。「芸術家は自身の才能に徴用され，搾取され，ついには裏切られ
る。癌が健康な細胞を占有するように才能は芸術家をこき使う。」“The artist is commandeered and






にも収められている。以下の版が入手しやすい。Steven Millhauser, Little Kingdoms（Vintage
Books，１９９８）．





すから。」 “Moorash is entirely an invention. I wanted someone who would be an American equivalent of
Turner, ...and I was pleased to discover that American romantic painting hadn’t produced a figure in any
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